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第６講 小学校理科の概念、

単元、指導計画

小出良幸
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小学校理科の概念、単元、評価

■科学リテラシーと科学的概念
科学リテラシーを身につける意義、科学的概念とは、なにか。
■小学校理科への科学的概念の導入と系統性
小学校で身につけるべき概念とは。学習指導要領で提示されて
いる概念について。小学校から中学校への概念の系統性とは。
■単元と単元構成
単元とはなにか、どのように構成されているのか。

■年間指導計画と学習指導案の作成
年間の指導計画、学習指導案は、どのように作成られるか

■評価について指導要録指導案と評価
指導の客観的な評価は、どう保たれ、どのよう組み込まれてい
くのか。
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科学リテラシー

科学リテラシーを身につける

リテラシーとは、文章にできないし、達
成度も目に見えない。だから難しいのだ
が、科学リテラシーを持つことは、生き
ていく上で大きな力となる。

理科教育の目的は
科学リテラシーを
身につけること

理科概説 Lec06:4

エラトステネスの科学リテラシー

エラトステネス
（BC275～194）

ヘレニズム時代のエジ
プトで活躍したギリ
シャ人の学者。アレキ
サンドリアの研究機関
ムセイオン（アレクサ
ンドリア図書館を併
設）の館長を務めた。
地理学や天文学など多
彩な業績がある。 http://www.phil-fak.uni-duesseldorf.de/philo/galerie/antike/eratosth.html
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地球の円周を求める

エラトステネスにあたえられていた
情報は限られていた。

情報1：シェネは、アレキサンドリ
アから南に5000スタディオンのと
ころにある北回帰線上の町である。
注：北回帰線では夏至の正午に太陽が真上にくる

情報2：夏至の正午には、太陽が
シェネの深い井戸の底を明るく照ら
す。
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地球の円周を求める

シェネの井戸

アレキサンドリアの棒
7.2°

地球の中心

平行な太陽光線

シェネは北回帰上の町

5000スタディオン

7.2°

観察：アレキサンドリアで夏至の正午に棒
にできた影の角度を測る→7.2°であった。
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地球の円周を求める

地球の円周＝5000スタディオン×(360/7.2)
＝250000スタディオン

（1スタディオン＝185m（一説には157m））
地球の円周＝4.6万km（3.9万km）
実際の地球の円周＝4.01万km

シェネの井戸

アレキサンドリアの棒
7.2°

地球の中心

平行な太陽光線

シェネは北回帰上の町

5000スタディオン

7.2°
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数値に少々のずれはあったが
考え方は正しい

科学リテラシーを身につけるということ

エラトステネスは、簡単な
観測や事実の積み重ねで、
いろいろなことを求めて
いった。

↓
道具やデータの精度に問題
があったが、考え方は正し
かった。

↓
科学リテラシーを身につ
けるというのは、このよ
うな考える力を持つこと
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科学的概念

科学的概念

科学の知識は、時代と共に変わ
るが、変わらないものもある。
科学における普遍的内容が、

科学的概念
と呼ばれるもの
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概念とは

事物の本質をとらえ
る思考の形式
・事物の本質的な特徴とそれら
の連関
・同一本質をもつ一定範囲の事
物に適用され一般性がある

（岩波書店広辞苑第五版）
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概念を求める方法

抽象：経験される多くの
事物に共通の内容
をとりだす

捨象：個々の事物にのみ
属する偶然的な性
質を捨てる

（岩波書店広辞苑第五版）
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科学的方法

事物から、抽象し捨象す
ること

→帰納法
科学的帰納法によって科学的
概念が得られているので、
科学的方法は普遍的である
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科学的概念とは

科学的概念とは
・科学的に物事の本質的、
普遍的特徴とそれらの関係
・帰納法で求められるもの
である。
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小学校理科の
科学的概念

小学校での科学リテラシー

理科教育では、
・科学の知識（時代とともに変わる）→以前紹介
・科学的な考え方→今回と以前にも紹介

・科学における普遍的内容（概念）
が伝えるべきもので、そのために適切な
手法が用いられるべきである。

これらを身につけることが、
科学リテラシーとなる
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時間
時系列

時間の単位（時間間隔）

空間
形 2次元

3次元

位置

方向

前後、左右、上下、東西南北

水平、鉛直

直進、回転方向

算数・数学へ

量
基本量－長さ、重さ、時間、温度、・・・・・

組み合わせ量ー濃度、速度、密度・・・・・

時間・空間・量の概念
（栗田一良編,1988,「小学校理科教育研究」18, 20, 22p）

相対性

対称性
相似性
合同性

科学の基本的概念
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時間
時系列

時間の単位（時間間隔）

空間
形 2次元

3次元

位置

方向

前後、左右、上下、東西南北

水平、鉛直

直進、回転方向

算数・数学へ

量
基本量－長さ、重さ、時間、温度、・・・・・

組み合わせ量ー濃度、速度、密度・・・・・

時間・空間・量の概念
（栗田一良編,1988,「小学校理科教育研究」18, 20, 22p）

相対性

対称性
相似性
合同性

科学の基本的概念

学習指導要領で概念が提示される前にも、
小学校の理科で身につけるべき概念とし
て、時間・空間・量が挙げられてい
た。これらは、数学の概念にも通じる。
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概念の導入と領域変更

概念を導入することによって、
理科の領域区分が変更

かつては、3区分
「生物とその環境」、「物質とエネルギー」、

「地球と宇宙」

↓（概念の導入）
2区分

「物質・エネルギー」、「生命・地球」へ
（中学校理科との連動）
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理科への概念の導入

現行学習指導要領では、４つの概
念が図表で学年ごとの内容が示さ
れて、新学習指導要領では、４つ
の領域となった。

概念に基づいた
理科教育の体系化
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小学校理科の概念

現行の学習指導要領で、内容が一部修正
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小学校理科の概念

４つの領域が内容の整合性を持ちながら、
学年に配分されている。

科学的概念は、学年ごと、分野ごとに、学
習教材を変え、繰り返すことで達成するよ
うに工夫されている
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地球の内部と地表面の変動

地球の大気と水の循環

地球と天体の運動

地球

生物の構造と機能

生命の連続性

生物の環境のかかわり

生命

粒子の結合

粒子の保存性

粒子のもつエネルギー

粒子
粒子の存在エネルギーの捉え方

エネルギーの変換と保存

エネルギー資源の有効利用

エネルギー

小学校理科の概念（新規）

小学校理科の科学的概念

■物質・エネルギー
「エネルギー」や「粒子」といった科学
の基本的な見方や概念を柱として内容が
系統性をもつように留意する。物質の性
質やはたらき、状態の変化について観
察・実験を通して探究したり、物質の性質
などを活用してものづくりをしたりするこ
とについての指導に重点を置いて内容を構
成する。

（文部科学省（2008）「学習指導要領解説理科編」より）
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小学校理科の科学的概念

■物質・エネルギー
時間、空間の尺度の小さい範囲内で直接実
験
→人為的に再現させて調べることができる

「Ａ物質・エネルギー」
■実験、ものづくりを充実
■科学の基本的な概念の理解

（文部科学省（2017）「学習指導要領解説理科編」より）
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小学校理科の科学的概念

■ 生命・地球
「生命」や「地球」といった科学の基本的
な見方や概念を柱として内容が系統性を
もつように留意する。生物の生活や成長、
体のつくり及び地表、大気圏、天体に
関する諸現象について観察やモデルなどを
通して探究したり、自然災害などの視点と関
連付けて探究したりすることについての指導
に重点を置いて内容を構成する。

（文部科学省（2008）「学習指導要領解説理科編」より）
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小学校理科の科学的概念

■ 生命・地球
生物：環境との関わりの中で生命現象を維持
地層や天体（地球）：時間、空間の尺度が大
きい特性
→飼育や観察で調べる

「Ｂ生命・地球」
■自然を愛する心情を養う
■科学の基本的な概念

（文部科学省（2017）「学習指導要領解説理科編」より）
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エネルギーの概念：小学校

赤字は新規や変更があった内容
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風やゴムの働き
・風の働き
・ゴムの働き

エネルギーの捉え方

3学年

4学年

5学年

6学年

エネルギーの変換と保存 エネルギー資源の有効利用

光と音の性質
・光の反射・集光
・光の当て方と
　明るさや暖かさ
・音の伝わり方と大小

磁石の性質
・磁石にひきつけられる物
・異極と同極

電気の通り道
・電気を通すつなぎ方
・電気を通す物

振り子の運動
・振り子の運動

てこの原理
・てこのつり合いと規則性
・てこの利用

電気の利用
・発電（光電池（小４より移行）を含む），蓄電
・電気の変換
・電気の利用

小学校

電気の働き
・乾電池の数とつなぎ方

電流がつｋつ磁力
・鉄芯の磁化、極の変化
・電磁石の強さ

エネルギー

エネルギー：小学校から中学校へ
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風やゴムの働き
・風の働き
・ゴムの働き

エネルギーの捉え方

3学年

4学年

5学年

6学年

エネルギーの変換と保存 エネルギー資源の有効利用

光と音の性質
・光の反射・集光
・光の当て方と
　明るさや暖かさ
・音の伝わり方と大小

磁石の性質
・磁石にひきつけられる物
・異極と同極

電気の通り道
・電気を通すつなぎ方
・電気を通す物

振り子の運動
・振り子の運動

てこの原理
・てこのつり合いと規則性
・てこの利用

電気の利用
・発電（光電池（小４より移行）を含む），蓄電
・電気の変換
・電気の利用

粒子の存在

1学年

2学年

3学年

力と圧力
・力の働き
（２力のつり合い（中３
から移行）を含む）

光と音
・光の反射・屈折
（光の色を含む)
・凸レンズの働き
・音の性質

電流
・回路と電流・電圧
・電流・電圧と抵抗
・電気とそのエネルギー（電気による発熱（小６から移行）を含む）
・静電気と電流（電子、放射線を含む）

電流と磁界
・電流がつくる磁界
・磁界中の電流が受ける力
・電磁誘導と発電

力のつり合いと合成・分解
・水中の物体に働く力（水圧，浮力（中１
から移行）を含む）
・力の合成・分解

運動の規則性
・運動の速さと向き
・力と運動

エネルギーと物質
・エネルギーとエネルギー資源（放射線を含む）
・様々な物質とその利用（プラスチック（中１から移行）を含む）
・科学技術の発展

自然環境の保全と科学技術の利用
・自然環境の保全と科学技術の利用〈第２分野と共通〉

中学校

小学校

粒子

電気の働き
・乾電池の数とつなぎ方

電流がつｋつ磁力
・鉄芯の磁化、極の変化
・電磁石の強さ

指導要領解説理科篇に
示されている関連

力学的エネルギー
・仕事とエネルギー
・力学的エネルギーの保存

エネルギー

粒子の概念：小学校

赤字は新規や変更があった内容
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粒子の存在 粒子の結合 粒子の保存性 粒子のもつエネルギー

物と重さ
・形と重さ
・体積と重さ

空気と水の性質
・空気の圧縮
・水の圧縮

金属、水、空気の温度
・温度と体積の変化
・温まり方の違い
・水の三態変化

物の溶け方
（溶けている物の均一性（中１より
移行）を含む）
・重さの保存
・物が水に溶ける量と限界
・物が水に溶ける量の変化

燃焼の仕組み
・燃焼の仕組み

水溶液の性質
・酸性、アルカリ性、中性
・気体が溶けている水溶液
・金属を変化させる水溶液

粒子

3学年

4学年

5学年

6学年

小学校
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粒子：小学校から中学校へ
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エネルギー資
源の有効利用

粒子の存在 粒子の結合 粒子の保存性 粒子のもつエネルギー

物と重さ
・形と重さ
・体積と重さ

空気と水の性質
・空気の圧縮
・水の圧縮

金属、水、空気の温度
・温度と体積の変化
・温まり方の違い
・水の三態変化

物の溶け方
（溶けている物の均一性（中１より
移行）を含む）
・重さの保存
・物が水に溶ける量と限界
・物が水に溶ける量の変化

燃焼の仕組み
・燃焼の仕組み

水溶液の性質
・酸性、アルカリ性、中性
・気体が溶けている水溶液
・金属を変化させる水溶液

粒子

物質の姿
・身の回りの物質とその性質
・気体の発生と性質

水溶液
・水溶液

状態変化
・状態変化と熱
・物質の融点と沸点

物質の成り立ち
・物質の分解
・原子・分子

化学変化
・化合
・酸化と還元(中3から移行)
・化学変化と熱(中3から移行)

化学変化と物質の質量
・化学変化と質量の保存
・質量変化の規則性

水溶液とイオン
・原子の成り立ちとイオン
・酸・アルカリ
・中和と塩

化学変化と電池
・金属イオン
・化学変化と電池

3学年

4学年

5学年

6学年

1学年

2学年

3学年

中学校

小学校

エネルギーの
変換と保存

エネルギー

エネルギーと物質
・エネルギーとエネルギー資源（放射線を含む）
・様々な物質とその利用（プラスチック（中１から移行）を含む）
・科学技術の発展

自然環境の保全と科学技術の利用
・自然環境の保全と科学技術の利用〈第２
分野と共通〉

生命の概念：小学校

赤字は新規や変更があった内容
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3学年

4学年

5学年

6学年

生物の構造と機能 生命の連続性 生物の環境のかかわり

人の体のつくりと運動
・骨と筋肉
・骨と筋肉の働き

季節と生物
・動物の活動と季節
・植物の成長と季節

生物と環境
・生物と水，空気との関わり・
食べ物による生物の関係
（水中の小さな生物（小５から移行）を含む）
・人と環境

身の回りの生物
・身の回りの生物と環境との関わり
・昆虫の成長と体のつくり
・植物の成長と体のつくり

生命

植物の発芽，成長，結実
・種子の中の養分
・発芽の条件
・成長の条件
・植物の受粉，結実

動物の誕生
・卵の中の成長
・母体内の成長

人の体のつくりと働き
・呼吸
・消化・吸収
・血液循環
・主な臓器の存在

植物の養分と水の通
り道
・でんぷんのでき方
・水の通り道

小学校

生命：小学校から中学校へ
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地球の内部

3学年

4学年

5学年

6学年

生物の構造と機能 生命の連続性 生物の環境のかかわり

人の体のつくりと運動
・骨と筋肉
・骨と筋肉の働き

季節と生物
・動物の活動と季節
・植物の成長と季節

生物と環境
・生物と水，空気との関わり・
食べ物による生物の関係
（水中の小さな生物（小５から移行）を含む）
・人と環境

身の回りの生物
・身の回りの生物と環境との関わり
・昆虫の成長と体のつくり
・植物の成長と体のつくり

地球

生命

植物の発芽，成長，結実
・種子の中の養分
・発芽の条件
・成長の条件
・植物の受粉，結実

動物の誕生
・卵の中の成長
・母体内の成長

人の体のつくりと働き
・呼吸
・消化・吸収
・血液循環
・主な臓器の存在

植物の養分と水の通
り道
・でんぷんのでき方
・水の通り道

生物の観察と分類の仕方
・生物の観察
・生物の特徴と分類の仕方

生物の体の共通点と相違点
・植物の体の共通点と相違点
・動物の体の共通点と相違点（中２から移行）

生物と細胞
・生物と細胞

植物の体のつくりと働き
・葉・茎・根のつくりと働き（中１から移行）

動物の体のつくりと働き
・生命を維持する働き
・刺激と反応

生物の成長と殖え方
・細胞分裂と生物の成長
・生物の殖え方

遺伝の規則性と遺伝子
・遺伝の規則性と遺伝子

生物の種類の多様性と進化
・生物の種類の多様性と進化（中２から移行）

生物と環境
・自然界のつり合い
・自然環境の調査と環境保全
・地域の自然災害

自然環境の保全と科学技術の利用
・自然環境の保全と科学技術の利用
〈第１分野と共通〉

1学年

2学年

3学年

小学校

中学校

地球の概念：小学校

赤字は新規や変更があった内容
理科概説 Lec06:34

地球の内部と地表面の変動 地球の大気と水の循環 地球と天体の運動

太陽と地面の様子
・日陰の位置と太陽の動き
・地面の暖かさや湿り気の違い

天気の様子
・天気による１日の気温の変化
・水の自然蒸発と結露

地球

月と星
・月の形と動き
・星の明るさ、色
・星の動き

天気の変化
・雲と天気の変化
・天気の変化の予想

流れる水の働きと土地の変化
・流れる水の働き
・川の上流
・下流と川原の石
・雨の降り方と増水

土地のつくりと変化
・土地の構成物と地層の広がり（化石を含む）
・地層のでき方
・火山の噴火や地震による土地の変化

月と太陽
・月の位置や形と太陽の位置

3学年

4学年

5学年

6学年

小学校

雨水の行方と地面の様子
・地面の傾きによる水の流れ
・土の粒の大きさと水のしみ込み方

地球：小学校から中学校へ

理科概説 Lec06:35

地球の内部と地表面の変動 地球の大気と水の循環 地球と天体の運動

太陽と地面の様子
・日陰の位置と太陽の動き
・地面の暖かさや湿り気の違い

天気の様子
・天気による１日の気温の変化
・水の自然蒸発と結露

生物の環境の
かかわり

地球

生命

月と星
・月の形と動き
・星の明るさ、色
・星の動き

天気の変化
・雲と天気の変化
・天気の変化の予想

流れる水の働きと土地の変化
・流れる水の働き
・川の上流
・下流と川原の石
・雨の降り方と増水

土地のつくりと変化
・土地の構成物と地層の広がり（化石を含む）
・地層のでき方
・火山の噴火や地震による土地の変化

月と太陽
・月の位置や形と太陽の位置

火山と地震
・火山活動と火成岩
・地震の伝わり方と地球内部の働き

地層の重なりと過去の様子
・地層の重なりと過去の様子

気象観測
・気象要素（圧力（中１の第１分野から移行）を含む）
・気象観測

天気の変化
・霧や雲の発生
・前線の通過と天気の変化

日本の気象
・日本の天気の特徴
・大気の動きと海洋の影響

生物と環境
・自然界のつり合い
・自然環境の調査と環境保全
・地域の自然災害

自然環境の保全と科学技術の利用
・自然環境の保全と科学技術の利用〈第１分野と共通〉

3学年

4学年

5学年

6学年

1学年

2学年

小学校

中学校

3学年

雨水の行方と地面の様子
・地面の傾きによる水の流れ
・土の粒の大きさと水のしみ込み方

自然の恵みと火山災害・地震災害
・自然の恵みと火山災害・地震災害（中３より移行）

身近な地形や地層，岩石の観察
・身近な地形や地層，岩石の観察

自然の恵みと気象災害
・自然の恵みと気象災害（中３より移行）

天体の動きと地球の自転・公転
・日周運動と自転
・年周運動と公転

太陽系と恒星
・太陽の様子
・惑星と恒星
・月や金星の運動と見え方

単元と単元構成
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目標、内容、単元

■学年ごとに目標と内容を設
定されている
内容は、物質・エネルギー、生
命・地球に区分
■区分ごとの目標を達成するため
に、いくつかの単元から構成
■単元の内容は自由に構成が可能

理科概説 Lec06:37

単元の構造

単元は、教科の基本となるもの

理科概説 Lec07:38

小学校3年の理科

１校時 ２校時 ３校時

単元

・・・

単元 ・・・

目標 内容

物質・エネルギー 生命・地球
目標 内容

小学校4年の理科

単元とは

学習指導要領に示されてい
る内容を、ひとまとま
りにして、教育のね
らいをもって構成される

理科概説 Lec06:39

単元の構成

単元はいくつかの目標と、そ
れぞれを達成するために解決
すべき複数の問題によって
構成されている。
単元は教科の論理に基づい
て作成されている。

理科概説 Lec06:40

単元
【問題→解決】

↓
【問題→解決】

↓
【問題→解決】

↓
・
・

教科の論理

単元は、
【問題→解決】
の連続で構成さ
れていく

理科概説 Lec06:41

教科の論理

・【問題→解決】の積み重
ねによって、単元の目標を
達成していく
・一つの単元は、他の学年
や単元と関連や系統性をも
つ

理科概説 Lec06:42



理科概説 Lec06

8

単元作成

教師自身が単元を作成するのは、困
難である。なぜなら、

・教科の論理
・児童の発達段階（以前の講義）
を考慮しながら、作成しなければな
らないから

理科概説 Lec06:43

単元と教科書

教科書は、いろいろなことに
配慮されてつくられている

→教科書に基づいた
授業が基本

理科概説 Lec06:44

単元と教師

教育の自由化によって、
一部の小学校では、独自
の授業体系（一部の私立小学
校、一部の公立小学校教員グルー
プ、常にTTで取り組みなど）を
おこなうところもある。

理科概説 Lec06:45

年間指導計画

学校教育の計画

教育は、その学年、その教科、全単位で
・単元の配分
がなされ、単元ごとに
・目標設定
・校時の配分
されて、それぞれの校時ごとに
・ねらい（目標）
・学習活動
を準備する必要がある

理科概説 Lec07:47

年間指導計画

その学年の教科（理科）で、1年
間の年間指導計画では、
・単元の配分
・校時配分
・目標設定
一覧にされている

理科概説 Lec07:48
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年間指導計画

ある学校、ある教員が年間指導計
画を立てるのは、大変である
↓
検定を通った教科書をつくった会
社が、用意しているものを利用す
る

理科概説 Lec07:49

年間指導計画：例

教科書（会社）では、単元ごとに、校時数、時期、単元構成
、評価などをまとめて示している

→授業はこれに基づくことが多い

理科概説 Lec07:50

↑
単元の校時の構成
（学習活動）

↑
校時ごとの

評価観点と方法）

↑
校時ごとの評価例

（東京書籍３年生理科の年間計画書の一部）

年間指導計画：例

（教育出版３年生理科の年間計画書の一部）
理科概説 Lec07:51

←
単元の校時ごとの
・内容
・ねらい（目標）
・学習内容（学習活動）
が示されている

←
単元全体の
・実施時期
（別れて行われることもある）

・時期ごとの校時数
・単元の目標
が示されている

朱書

朱書：教師用指導書（赤本）
教科書と同じ体裁。授業ですぐに役立
つ展開例や板書例、指導のポイントな
どが掲載

理科概説 Lec07:52

教科書の部分

指導書

指導書：教師用指導書
指導編（朱書）に加えて、資料
、ワークシート、地域教材、
DVD-ROMなどが付属

理科概説 Lec07:53

学習指導案の作成
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学習指導案

学習指導案とは
・教師が授業などをどのように進
めていくかをまとめた学習指導
のための計画書
・単元全体の中で、本時の目的
を明確にする必要がある
・１時間の授業の流れをまとも
めたもの

理科概説 Lec07:55

学習指導案

学習指導案とは
・定まった様式があるわけ
ではない
・導入・展開・まとめに区
分して書かれることが多い
・指導計画、授業案などの呼ばれ
ることもある

理科概説 Lec07:56

学習指導案 細案

細案とは
・単元全体の計画を含む指導案
・その校時（本時と表記）の詳細を
書いていく
・児童観・生徒観、教材観、指導観
・支援観の分析など
・教育実習の研究授業ではこれを書
いて配布して授業を行う
・低学年では、別の要素（ノート計
画など）も入る

理科概説 Lec07:57

学習指導案 略案

略案とは
・計画案を中心とした
・その校時だけの学習の流
れの指導案をまともめたの
・教育実習中に、何度か書
かされることが多い

理科概説 Lec07:58

学習指導案の内容

学習指導案にもりこまれるべき内容
単元について
単元名
単元の目標
単元設定の理由
単元の計画：校時ごとの内容と目標

本時の学習について

理科概説 Lec07:59

学習指導案の内容：細案前半

単元について（別紙資料を参照）
●単元名
●単元の目標
●単元設定の理由
●児童観：学習集団の様子
○教材観：使用する教材に対する考え方
○指導観：どのような特性を身につけさ

せるのか
●単元の計画
●校時ごとの内容と目標

●必要、○省略可
理科概説 Lec07:60
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単元について（例）

単元名
例「春のしぜんにとび出そう」
単元目標
単元の中心となる活動を通して、何をめざ
すものを示す
児童生徒につけたい力を表現
（例）
（中心となる学習活動）・・・をとおして、（学
習内容・方法の獲得）・・・をすることができる

理科概説 Lec07:61

単元について（例）

単元設定の理由
児童観
単元に対する児童生徒の認識や学習経験
・学級および一人ひとりの状態、様子
・単元に対する興味・関心、これまでに学習して
きた内容および変容
・単元全体の流れや特色ある活動、指導

理科概説 Lec07:62

単元について（例）

教材観
単元の意義（選定理由）
単元におけるねらい
単元に対する考え方
単元で主に扱う教材の価値
（例）
○○を学習することにより、××（期待する
児童生徒の姿）になる

理科概説 Lec07:63

単元について（例）

指導観
有効な指導の在り方
指導の重点
指導上の留意点や工夫
・単元全体の流れや特色ある活動、指導の
重点
・指導上の留意点や教師の対応の工夫、指
導形態、学習環境

理科概説 Lec07:64

単元について

理科概説 Lec07:65

次（時数） 活動内容 指導のポイント、
教材

評価

１春のしぜんを
見つけよう(1)
本時

校庭や野原などで，どのような生き
物が見られるか話し合う。

２(2)
４(1)
５(3)

単元計画
総時数と単元における本時の位置付け
本時の授業と前後の授業との関連
本単元以降の学習とのつながり
表にして示す

本時の学習

教材名
（例）春のしぜんを見つけよう
本時の目標
評価の観点を意識しながら設定
全体の目標と個人の目標を具体的に
表現
全体の目標：単元目標との関連
個人の目標：単元目標と個別の指導計画の
目標の関連（個別の教育支援計画との関連
も考慮）

理科概説 Lec07:66
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学習指導案の内容：細案後半

本時の学習について
（別紙資料を参照）
●教材名
●本時の目標
●本時の流れ
●学習活動
●評価
○準備
●板書計画

●必要、○省略可

理科概説 Lec07:67

本時の学習

本時の流れ
指導と評価の一体化
観点別の評価規準を設定
導入、展開、まとめで考える

理科概説 Lec07:68

学習活動 指導のポイント 留意点、評価など

導入（10分）
本時について、児童生徒の立
場から「～する。」と示す。

発問や児童生徒の反応を予想すること
で、効果的な指導・支援が考えられる

展開１（15分）
本時の学習へ興味・関心・意
欲が高まるような資料提示、
発問などの工夫をする。

多様な考えが引き出せる発問を工夫す
る。

展開２（15分）
授業は、ねらいを達成するた
めの中心となる活動から考え
て組み立てる。

本時の評価は、ねらいを達成するため
の中心となる活動で行う。

まとめ（5分）
学習活動の振り返り 児童の新たな疑問や課題を全体に投げ

かけるようなことで、次時への学習意
欲につなげる。

本時の学習

導入
児童の興味・関心を喚起するための工夫
展開
学習課題への取組を促すための工夫
児童の活動が停滞したときの工夫
まとめ
学習内容を理解、定着させるための工夫
授業全般
児童の安全への注意

理科概説 Lec07:69

評価・準備・板書計画

評価（後述）
準備
本時の学習活動に必要な教材、教具
などを記述する
板書計画
児童や教師の位置、教具の位置、環
境整備などの工夫がわかるように
完成図を事前に考えておく

理科概説 Lec07:70

板書について

板書の方法
・授業準備の中で板書計画も決る
（いつ、何を、どの位置に、どれくらいの大きさで、
何色のチョークで書くかなど）

・主要発問や学習活動の目標は板書
・ノートすることも意識して書く
（課題の確認・共有・焦点化など）

・児童が板書する機会も設ける

理科概説 Lec07:71

板書計画

板書例

理科概説 Lec07:72
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板書について

板書の注意点
・正しい字形を正しい筆順で書く
・小学校1、2年生では、既習漢字だ
けを書く
・小学校3年生以上では、熟語は未習
漢字を含んでもよい。未習漢字には
ふりがな・単語や文節が二行にまた
がらない
（行頭は揃えるが行末は揃わなくともよい）

理科概説 Lec07:73

評価について

授業と評価

児童の学習状況の達成度を
客観的に評価する必要があ
る
児童の評価基準は、小学
校児童指導要録（2019年3
月29日改善）に、示されてい
る。

理科概説 Lec07:75

学習評価についての基本的な考え方

2019年3月29日に大きな改善が行われた
■カリキュラム・マネジメントの一
環としての指導と評価
■主体的・対話的で深い学びの視点
からの授業改善と評価
■学習評価について指摘されている
課題
■学習評価の改善の基本的な方向性

理科概説 Lec07:76

学習評価についての課題

・事後評価（学期末や学年末）に終始し、
結果が学習改善につながっていない
・「関心・意欲・態度」の観点について、
性格や行動（挙手回数やノート）で評価と
いう誤解
・教師によって評価の方針が異なる
・教師が評価のための記録に労力を割かれ
て指導に注力できない
・指導要録が次の学・年学校で活用されて
ない

理科概説 Lec07:77

学習評価の改善の方向性

・児童の学習改善につながる
ものにしていく
・教師の指導改善につながる
ものにしていく
・慣行も必要性・妥当性が認
められないものは見直してい
く

理科概説 Lec07:78



理科概説 Lec06

14

評価基準：３つの観点

理科の評価は３つの観点でなされる

■知識・技能
■思考・判断・表現
■主体的に学習に取り組む
態度

理科概説 Lec07:79

３つの観点の意味

■知識・技能
自然の事物・現象についての性質や
規則性などについて理解していると
ともに，器具や機器などを目的に
応じて工夫して扱いながら観察，実
験などを行い，それらの過程や得
られた結果を適切に記録してい
る。

理科概説 Lec07:80

３つの観点の意味

■思考・判断・表現
自然の事物・現象から問題を見い
だし，見通しをもって観察，実
験などを行い，得られた結果を基に
考察し，それらを表現するなどし
て問題解決している。

理科概説 Lec07:81

３つの観点の意味

■主体的に学習に取り組む態度
自然の事物・現象に進んで関わり
，粘り強く，他者と関わりなが
ら問題解決しようとしているととも
に，学んだことを学習や生活に生
かそうとしている。

理科概説 Lec07:82

理科の評価の観点

理科概説 Lec07:83

観点 趣旨

知識・技能

自然の事物・現象についての性質や規則性などにつ
いて理解しているとともに，器具や機器などを目的
に応じて工夫して扱いながら観察，実験などを行い，
それらの過程や得られた結果を適切に記録している。

思考・判
断・表現

自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しを
もって観察，実験などを行い，得られた結果を基に
考察し，それらを表現するなどして問題解決してい
る。

主体的に学
習に取り組
む態度

自然の事物・現象に進んで関わり，粘り強く，他者
と関わりながら問題解決しようとしているとともに，
学んだことを学習や生活に生かそうとしている。

小学校児童指導要録（2019年3月29日改正）

指導要録
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指導要録

・生徒の学籍、指導の過程、結果
の要約を記録したもの
・後の指導や外部への証明等につ
かうための原簿
・学校の校長が作成
その様式等については学習指導要領
の改訂ともに改訂されてきている

通知表を作成する基礎資料
理科概説 Lec07:85

指導要録

指導要録作成のために、観
点と趣旨をまとめたものが、
文部科学省から示されてい
る。通知表の雛形もある。

内容は学習指導要領に
対応している

理科概説 Lec07:86

指導案と評価

理科の学年ごとの評価

学年ごと、観点ごとに評価の内容が
示されている

理科概説 Lec07:88

観点
学年 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

第３学年

物の性質，風とゴムの力の働き，光と音の性質，
磁石の性質，電気の回路，身の回りの生物及び
太陽と地面の様子について理解しているととも
に，器具や機器などを正しく扱いながら調べ，
それらの過程や得られた結果を分かりやすく記
録している。

物の性質，風とゴムの力の働き，光と音の性質，
磁石の性質，電気の回路，身の回りの生物及び
太陽と地面の様子について，観察，実験などを
行い，主に差異点や共通点を基に，問題を見い
だし，表現するなどして問題解決している。

物の性質，風とゴムの力の働き，光と音の性質，
磁石の性質，電気の回路，身の回りの生物及び
太陽と地面の様子についての事物・現象に進ん
で関わり，他者と関わりながら問題解決しよう
としているとともに，学んだことを学

第４学年

空気，水及び金属の性質，電流の働き，人の体
のつくりと運動，動物の活動や植物の成長と環
境との関わり，雨水の行方と地面の様子，気象
現象及び月や星について理解しているとともに，
器具や機器などを正しく扱いながら調べ，それ
らの過程や得られた結果を分かりやすく記録し
ている。

空気，水及び金属の性質，電流の働き，人の体
のつくりと運動，動物の活動や植物の成長と環
境との関わり，雨水の行方と地面の様子，気象
現象及び月や星について，観察，実験などを行
い，主に既習の内容や生活経験を基に，根拠の
ある予想や仮説を発想し，表現するなどして問
題解決している。

空気，水及び金属の性質，電流の働き，人の体
のつくりと運動，動物の活動や植物の成長と環
境との関わり，雨水の行方と地面の様子，気象
現象及び月や星についての事物・現象に進んで
関わり，他者と関わりながら問題解決しようと
しているとともに，学んだことを学習や生活に
生かそうとしている。

第５学年

物の溶け方，振り子の運動，電流がつくる磁力，
生命の連続性，流れる水の働き及び気象現象の
規則性について理解しているとともに，観察，
実験などの目的に応じて，器具や機器などを選
択して，正しく扱いながら調べ，それらの過程
や得られた結果を適切に記録している。

物の溶け方，振り子の運動，電流がつくる磁力，
生命の連続性，流れる水の働き及び気象現象の
規則性について，観察，実験などを行い，主に
予想や仮説を基に，解決の方法を発想し，表現
するなどして問題解決している。

物の溶け方，振り子の運動，電流がつくる磁力，
生命の連続性，流れる水の働き及び気象現象の
規則性についての事物・現象に進んで関わり，
粘り強く，他者と関わりながら問題解決しよう
としているとともに，学んだことを学習や生活
に生かそうとしている。

第６学年

燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性，
電気の性質や働き，生物の体のつくりと働き，
生物と環境との関わり，土地のつくりと変化及
び月の形の見え方と太陽との位置関係について
理解しているとともに，観察，実験などの目的
に応じて，器具や機器などを選択して，正しく
扱いながら調べ，それらの過程や得られた結果
を適切に記録している。

燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性，
電気の性質や働き，生物の体のつくりと働き，
生物と環境との関わり，土地のつくりと変化及
び月の形の見え方と太陽との位置関係について，
観察，実験などを行い，主にそれらの仕組みや
性質，規則性，働き，関わり，変化及び関係に
ついて，より妥当な考えをつくりだし，表現す
るなどして問題

燃焼の仕組み，水溶液の性質，てこの規則性，
電気の性質や働き，生物の体のつくりと働き，
生物と環境との関わり，土地のつくりと変化及
び月の形の見え方と太陽との位置関係について
の事物・現象に進んで関わり，粘り強く，他者
と関わりながら問題解決しようとしているとと
もに，学んだことを学習や生活に生かそうとし
ている。

小学校児童指導要録（2019年3月29日改正）

理科の評価

小学校児童指導要録（2019年3月29日改正）

学年ごとに観点ごとに、
内容が示され、統一され
ているのは、公教育の内
容を同じものにするため

理科概説 Lec07:89

単元ごとの指導の目標

３つの評価基準に基づき、指導
の目標とポイントが立てられる。
目指すべき児童の姿がある。

単元「植物の成長と体のつくり」（例）
主体的に学習に取り組む態度
・身近な植物に興味・関心を持ち、進んで体のつくりや育ち方を調べようとする。
・身近な植物に愛情をもって、探したり育てたりしようとする。
思考・判断・表現
・植物同士を比較して、差異点や共通点を見出すことができる。
知識・技能
・植物を探したり育てたりして、虫眼鏡などの器具を適切に使って、特徴を観察し、記
録することができる。
・植物の育ち方には一定の順序があり、体は、根、茎、葉に分かれていることを理解し
ている。

理科概説 Lec07:90



理科概説 Lec06

16

単元指導のポイントと教材準備

単元「植物の成長と体のつくり」 （例）
■指導のポイント

3年では、自然の事物・現象を差異点や共通点という視点から比較しながら調べ、そこに自分の問
題を見出し、問題を興味・関心を持って追及していくことをねらいとしている。
1 比較する力の育成
植物は、種類によって種が違い、花や葉などに違いがあるが、継続観察したり、じっくり見てみた

りすると、共通点や差異点が見えてくる。とくに、共通点を見出すには、ある程度時間かけたり、グ
ループで話し合ったりする必要がある。そのことに気づいたり、比較したりする力を育成することに
重点をおいて指導することが大切である。
2 子ども自身による栽培活動の継続
自分が栽培している植物を大切にしたいという意識を高め、世話や観察のしかたを話し合い、栽培

や観察への見通しを持たせる。そのために、種から栽培し、成長するまで責任をもって栽培するよう
に指導することが大切である。
3 生命愛護の態度の育成
子どもたちは、生活科での学習や日常生活で、植物を育てた経験を振り返り、植物の愛着を高めて

いく。また、子どもが自分で育てる過程で、植物の枯死に直面する場面も出てくる。生命の誕生から
死まで目の当たりにすることから、生命の愛護する態度を育てることができる。
■教材の準備
オクラ：収穫しやすく、食べる楽しみがあるのでよく利用される。
ホウセンカ、ヒャクニチソウ

単元指導は、ポイントを持って行
う。ポイントは、単元目標や評価
基準に対応していることが重要

理科概説 Lec07:91

学習指導計画と評価計画

単元の全体構成を学習計画と
評価計画として考えていく

単元「植物の成長と体のつくり」 ：全17時間（例）
・第1次（6時間）
問題：植物はどのように育つのでしょうか。ホウセンカの種をまいてしらべよう。
予想：どんな芽が出るか。いつごろ芽が出るのか。肥料や水を上げなければならない。離してまいたほうがいい。何を記録すればいいのか。
方法：観察カードを用いて成長を記録する。日付や天気、気温なども記録する。
種まき、観察活動
結果：子葉は2枚で、同じくらいの大きさで緑色である。1枚目の葉が大きくなり、2枚目の葉がでてきた。
見かた考え方：子葉のあとにでてくる葉が大きくなり、背丈にも成長が見られる。

態度：行動観察、記録分析
思考・判断・表現：発言分析、記録分
析、行動観察
知識・技能：発言分析、記録分析

・第2次（3時間）
問題：植物はどのように育っているのか。土の中は、どのようになっているのか。
観察活動

思考・判断・表現：発言分析、記録分
析
知識・技能：：ペーパーテスト

・第3次（2時間）
問題：植物が育っている様子を観察してみる。植物の花はどのように咲くのか。
観察活動

態度：発言分析、記録分析
思考・判断・表現：発言分析、記録分
析

・第4次（5時間+発展か補充1時間）
問題：花が咲いたあとを観察する。
観察活動
問題：植物の種をまいてから実ができて、枯れるまでの様子をまとめる。
学習活動を振り返る
見かた考え方：ホウセンカは、一つ物の種から芽が出て、葉が茂り成長し、つぼみができ花を咲かせ、花のあとに実ができ、その後枯れていく。
植物が育つ順序には決まりがある。

態度：行動観察発言分析、記録分析
思考・判断・表現：発言分析、記録分
析
知識・技能：発言分析、記録分析

理科概説 Lec07:92

まとめ

■科学リテラシーと科学的概念
科学リテラシーを身につけ、科学的概念は考えるときに不可欠。
小学校の理科では、エネルギー、粒子、生命、地球という４つ
の概念と領域に基づき、中学校の理科に連携する

■指導計画、単元と単元構成、学習指導案
学年ごとの目標は、内容と単元として、教科の論理と児童の発
達過程に基づいて構成されている。年間指導計画に基づき、単
元が構成され、各授業は学習指導案でなされる。授業をすると
きに必要で、作れるようになっていなければならない。

■指導案と評価と指導要録について
指導案の中で客観的な評価を組み込んで、観点に基づいてなさ
れていく。

理科概説 Lec06:93

レポート

ミスが起きた場合
児童がアサガオを栽培して、観察していました。ある児
童のアサガオが、みんなと同じように栽培していたので
すが、花が咲く前に枯れてしまいました。その時、先生
であるあなたはどうしますか。

理科概説 Lec06:94


